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基本目標１－3 

豊かさを実感できるまち 
 

価値観の多様化により、近年経済的な豊かさはもとより、心の豊かさ、時間のゆとりなど、さ

まざまな豊かさが求められており、本市でも豊かな自然を生かしながら、活力ある産業を育成す

るとともに、子どもから高齢者までが生涯を通じて学び、一人ひとりが生きがいの持てる、いき

いきとしたまちを目指します。 

そのため、市民が生涯を通して行う多様な学習活動やスポーツ・レクリエーション活動を支援

する体制や、拠点となる施設の充実を図ります。 

また、地域の資源である歴史や文化については、その保全・活用に努めるとともに、芸術・文

化活動を積極的に支援し、大月らしさの創造を目指します。 

一方、産業の振興は、地域の活性化や市民の安定した暮らしを支えるために不可欠であり、本

市の財源を確保し安定した住民サービスを提供していくためにも大変重要な役割を果たします。

今後は、農業、工業、商業、観光との連携を図り、地域産業の活性化を目指します。 

 

個別目標  

１－３－１ いつでも・どこでも・だれでも学べるまちをつくる 
だれもが生涯を通じてさまざまなことを学ぶことができ、またそれを発表することができる環

境を整備します。 

 

１－３－２ スポーツ・文化活動の盛んなまちをつくる 
だれもが気軽にスポーツや文化活動を楽しむことができる環境を整備します。 

 

１－３－３ 産業活動が充実したまちをつくる 
市内の産業の強化促進とともに、新たな産業の誘致や起業家への支援などを進め、市内で働く

人を増やします。 

 

１－３－４ 農林業の充実したまちをつくる 
地産地消＊やふれあい農園など、本市の豊かな自然を生かした農林業の展開を図ります。 

 

＊地産地消 地元で生産されたものを地元で消費すること。 
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だれもが生涯を通じてさまざまなことを学ぶことができ、またそれを発表するこ

とができる環境を整備します。  
 

現現況況とと課課題題   

近年、市民の生涯学習に対する意識はこれまでにも増して高まりつつあり、ニーズも多様化していま

す。 

本市では、中央公民館（市民会館）や地区公民館（10 館）・分館（70 館）のほか、郷土資料館や

市立図書館などによる支援体制を進めてきました。 

中央公民館では、文化教室や各種学習や講座が、地区公民館・分館では、高齢者学級、婦人学級、成

人学級、家庭教育学級、地域づくり学級、世代交流教室など地域の特色を生かした生涯学習活動が行わ

れています。 

郷土資料館においても、各種講座や教室の開催などを通して郷土を学ぶ市民の活動を支援しています。 

また市立図書館では、図書資料をはじめハイビジョン＊・マルチメディア＊による情報提供システム、

映像ホールなど施設の充実が図られています。 

今後は、これらの施設の充実を図るとともに、市の関係機関や関係団体、民間団体との連携・協力体

制の確立をはじめ、学習情報の発信や主体的な活動を支援する体制の強化など、学習者の立場に立った

市民学習活動への支援により、市民が生涯を通じて自由に学び続けることができる社会システムを構築

することが必要です。 

 

 

  ◆大月市立図書館内サービス利用者数の推移                 （単位：人） 

  平成 13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度

CD-ROM 3,973 3,860 2,910 1,949 1,675 

I ネット 3,031 4,629 5,991 9,605 8,435 

VHS 3,919 3,045 2,159 1,896 2,119 

L D 395 199 56 85 50 

DVD 1,878 2,602 3,257 3,118 2,788 

AVブース 

計 6,192 5,846 5,472 5,099 4,957 

ゆうせん 1,065 1,356 1,320 1,486 945 

C D 584 596 337 500 433 リスニング 

計 1,649 1,952 1,657 1,986 1,378 

合   計 14,845 16,287 16,030 18,639 16,445 

                                    （資料：教育学習課） 

＊ハイビジョン 高品位テレビ（HDTV）の通称。通常のテレビ放送よりも高精細で、画面が横長く、従来のテレビ放送とは互換性が

ない。 

＊マルチメディア ここでは、文字、静止画、音声、動画などを複合して情報を伝える手段のこと。 
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   ◆地区公民館における各種学級の開設状況             （単位：回） 

    平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 

高 齢 者 1 1 1 1  1 

婦   人 － － － － － 

成   人 1 － 1 － － 

笹 

 

子 
その他の学級 2 1 2 1 2 

高 齢 者 1 1 1 1 1 

婦   人 1 1 1 1 － 

成   人 1 1 1 1 1 

初 

 

狩 
その他の学級 － － － － 2 

高 齢 者 1 1 1 1 1 

婦   人 1 1 1 1 1 

成   人 1 1 1 － － 

大 

 

月 
その他の学級 3 6 7 4 2 

高 齢 者 2 2 1 1 1 

婦   人 － － － － － 

成   人 － － 1 1 1 

真 

 

木 
その他の学級 2 2 1 1 5 

高 齢 者 5 3 6 5 6 

婦   人 6 6 6 9 5 

成   人 7 7 8 7 8 

賑 

 

岡 
その他の学級 － － － － 1 

高 齢 者 － － － － － 

婦   人 － － 1 － 1 

成   人 7 5 13 14 6 

七 

 

保 
その他の学級 － － 5 3 5 

高 齢 者 1 1 1 1 1 

婦   人 － － － － － 

成   人 5 5 5 3 4 

瀬 

 

戸 
その他の学級 － － 1 － － 

高 齢 者 － － － － － 

婦   人 － － － － － 

成   人 6 7 10 8 14 

猿 

 

橋 
その他の学級 7 4 5 1 1 

高 齢 者 － 1 1 1 1 

婦   人 1 1 1 1 1 

成   人 － － － － － 

富 

 

浜 
その他の学級 14 12 16 15 12 

高 齢 者 1 1 1 1 1 

婦   人 － － － － － 

成   人 4 4 3 4 4 

梁 

 

川 
その他の学級 7 4 3 4 3 

高 齢 者 － － － － － 

婦   人 － － － － － 

成   人 － － － － － 

中 

 

央 
その他の学級 5 4 4 4 4 

                                （資料：教育学習課） 
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個個別別目目標標達達成成ののたためめのの施施策策   

 

◆目目指指すす姿姿◆ ◆実実現現にに向向けけてて〔〔施施策策〕〕◆ 

市民一人ひとりが生きがいを持って

いる 

 ・生涯学習推進計画の推進 

・短期大学における市民公開講座の充実

   

多様な生涯学習情報を市民に提供し

ている 

 ・生涯学習情報システムの確立 

・図書館活動の充実 

   

市民のニーズに対応した多様な活動

ができる施設がある 

 
・文化施設の整備・拡充 

 

 

 

 

 

 

 

 

施施策策のの方方向向   

市民一人ひとりが生きがいを持っている  

●生涯学習推進計画の推進  
・学習拠点として、中央公民館、地区公民館、分館、

市立図書館および郷土資料館等の生涯学習施設の

充実を図ります。 

 

 

 

 

 

●短期大学における市民公開講座の充実  
・高等教育機関が有するノウハウ＊を積極的に開放

することにより、市民との連携のもと、豊かな地

域社会づくりに寄与します。 

・市民の多様化・専門化する学習ニーズに応え、特

別聴講生や市民へのリカレント教育＊などにより

大学の教育内容を広く提供します。 

・県が主体となって実施している「県民コミュニティカレッジ」の一環である公開講座を積極的に活用します。 

 

 

 

指標名 
現状値

平成17年

目標値

平成23年
指標の考え方 

地域における生

涯学習活動の 

満足度 

6.5% 10.0%

生涯学習活動に対する満足度を高

めることで、より多くの人に参加

してもらいます。 

地区公民館にお

ける各種学級の

開催数 

196学級 200学級
市民の多様なニーズに対応した学

習機会を提供します。 

指標名 
現状値

平成17年

目標値

平成23年
指標の考え方 

大月短大の公開

講座に参加して

いる市民 

0.8% 1.0% 

生涯学習の場として市民ニーズに

対応すべく講座の充実を図り、多

くの住民に教育の場を提供する。

＊ノウハウ 専門的知識、専門的技術のこと。 

＊リカレント教育 学校を修了して社会に出た人が、必要に応じて働きながらまたは仕事を離れ、再び学校で受ける教育のこと。 
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多様な生涯学習情報を市民に提供している  

●生涯学習情報システムの確立  
・各種講座・教室や各種クラブ・サークル等の生涯

学習情報の提供を行います。 

・インターネット等を活用して、生涯学習情報提供

システムを構築します。 

 

●図書館活動の充実  
・図書館まつりや各種展示講座、イベントの開催、

ブックスタート事業等により、図書館活動の充実

を図ります。 

 

 

 

 

 

市民のニーズに対応した多様な活動ができる施設がある  

●文化施設の整備・拡充  
・市民の読書・学習活動の拠点となっている市立図書館の機能充実を図ります。 

・市民が郷土を知り未来を考えて行くために、郷土の歴史・民俗・自然などに関する資料などを展示・収集・保管する

郷土資料館の管理向上に努めます。 

 

 

 

指標名 
現状値

平成17年

目標値

平成23年
指標の考え方 

生涯学習情報 

システムの構築
－ 整備 

より多様性に富んだ学習情報の提

供が可能となります。 

指標名 
現状値

平成17年

目標値

平成23年
指標の考え方 

一人あたりの 

年間貸出冊数 
4.9冊/人 5.1冊/人

一人あたりの 

蔵書冊数 
4.4冊/人 6.9冊/人

親しみやすい図書館を目指すこと

で、図書館の利用度を向上させま

す。 
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だれもが気軽にスポーツや文化活動を楽しむことができる環境を整備します。  
 

現現況況とと課課題題   

市民のスポーツ・レクリエーション活動は、健康の保持・増進、体力の向上を図るとともに、人と人

との交流を深める役割を果たしています。 

スポーツ施設としては、市民総合体育館や総合グラウンド（陸上競技場、野球場、テニスコート）、

勤労青年センター、武道館などがあり、そのほか、小・中学校施設の開放などにより、各種スポーツ教

室や市民のスポーツ・サークル活動を支援しています。 

スポーツ団体は、大月市体育協会に種目別団体やスポーツ少年団、各地区の体育会など35団体が加

盟しており、それぞれに活動をしています。そのほか、スポーツ振興のため、体育指導委員によるニュ

ースポーツ等の普及指導や組織育成、各種スポーツイベントへの協力等を行っています。 

このような状況のなか、今後はさらに、だれもが体力や年齢、目的に応じていつでもスポーツに親し

むことができる社会を実現するため、安全で快適な施設の確保や維持管理に努めるとともに、スポー

ツ・レクリエーション活動の新たな展開として総合型地域スポーツクラブの設立を検討していく必要が

あります。 

一方、市民の芸術・文化活動を支える施設としては、市民会館（中央公民館）や市立図書館、郷土資

料館などがあります。 

市民会館では、大ホールや市民ギャラリーなどを市民の文化活動に役立てています。 

市立図書館では、ボランティアの協力を得ながら、各種イベントや講座、お話会など多様な活動を実

施しています。 

郷土資料館においても、友の会による活動や郷土を材料とした作品の募集等、展示以外の教育にも力

を入れるなど、さまざまな活動を通して郷土を学ぶ市民の活動を支援しています。 

これらの施設においても、今後さらに利用者の立場に立った利用しやすい施設を目指す必要があります。 

 

 

  ◆体育施設の整備・利用者数（平成17年度）                    （単位：人） 

施 設 名 利用者数 設          備 

総合体育館 37,379 バレーボール２面 バスケットボール２面 バドミントン６面 

勤労青年センター 12,109 
バレーボール３面 バスケットボール１面 バドミントン４面  

ハンドボール１面 

陸上競技場 9,507 フィールド内球技場兼用 トラック１周 400m ８コース 

野 球 場 7,171 
内野スタンド450人 芝生スタンド1,316人収容 

両翼92m 中堅 112m  

総 

合 

グ 

ラ 

ウ 

ン 

ド 
テニスコート 12,041 コート４面 スタンド84名収容 

武 道 館 5,250 28畳 

                                       （資料：教育学習課） 
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  ◆学校体育施設開放の現況（平成17年度） 

開 放 施 設 名 
開 放 学 校 名 

校 庭 体育館 
夜間照明設置 

笹 子 小 ○ ○ ○ 

初 狩 小 ○ ○ ○ 

大 月 東 小 ○ ○ ○ 

大 月 西 小 ○ ○ ○ 

強 瀬 小 ○ ○   

浅 利 小 ○ ○   

畑 倉 小 ○ ○ ○ 

七 保 小   ○   

瀬 戸 小 ○   ○ 

下 和 田 小 ○ ○ ○ 

猿 橋 小   ○   

鳥 沢 小 ○ ○ ○ 

小学校 

梁 川 小 ○ ○ ○ 

大月第一中 ○ ○   

大 月 東 中 ○ ○ ○ 

七 保 中 ○ ○ ○ 

猿 橋 中 ○ ○ ○ 

中学校 

富 浜 中 ○ ○ ○ 

                           （資料：教育学習課） 

 

個個別別目目標標達達成成ののたためめのの施施策策   

 

◆目目指指すす姿姿◆ ◆実実現現にに向向けけてて〔〔施施策策〕〕◆ 

市民が健康で、明るく元気にスポ

ーツ・レクリエーションを楽しん

でいる 

 ・市民スポーツ・レクリエーション活

動の推進 

・スポーツ・レクリエーション施設の

整備 

・スポーツ指導者・団体・グループの

育成 

   

市民が気軽に文化・芸術とふれあう

ことができる 

 
・文化・芸術活動の推進 

   

さまざまな活動の機会や発表の場が

確保されている 

 
・生涯学習環境の整備 
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施施策策のの方方向向   

市民が健康で、明るく元気にスポーツ・レクリエーションを楽しんでいる  

●市民スポーツ・レクリエーション活動の推進  
・各種スポーツ大会を開催します。 

・市民のニーズに合わせた各種スポーツ教室を開催

します。 

・ニュースポーツの普及活動を強化します。 

・高齢者や障害者のスポーツ活動への参加を促進し

ます。 

・保健活動との連携を強化します。 

●スポーツ・レクリエーション施設の整備  
・社会体育施設の機能を十分活用できるよう、また

利用者に不便をきたさぬよう整備を行います。 

・全市的なスポーツ・レクリエーション拠点施設の

充実、強化を図ります。 

・新たな施設需要への対応を検討します。 

・学校体育施設の開放拡大を検討するとともに用具等の充実を図ります。 

・地域スポーツ施設の充実とともに、地域自主管理体制の確立も含め、管理員の適正配置を検討します。 

 

●スポーツ指導者・団体・グループの育成  
・スポーツ活動の活性化と競技力の向上を目指し、

スポーツ指導者の養成・確保に努めます。 

・スポーツ・レクリエーション団体を育成・支援し

ます。 

・各連盟、協会、スポーツ少年団等の組織の充実・

強化・拡大を図ります。 

・体育協会、体育指導委員協議会等各種団体との連携を図り、多くの市民がスポーツに親しめる場としての総合型地域

スポーツクラブの設立を進めます。 

 

市民が気軽に文化・芸術とふれあうことができる  

●文化・芸術活動の推進  
・市民の自主的・創造的な文化・芸術活動を振興し

ていくとともに、文化・芸術に接する機会を拡充

し、市民の文化活動を支援します。 

 

 

さまざまな活動の機会や発表の場が確保されている  

●生涯学習環境の整備  
・公民館活動を推進します。 

・生涯学習推進大会などさまざまな発表の場の提供

を行います。 

指標名 
現状値

平成17年

目標値

平成23年
指標の考え方 

市体育祭や地域

の運動会などへ

参加した人の 

割合 

31.3% 35.0%
誰もが参加できるスポーツを取り

入れ大会の市民意識を高めます。

指標名 
現状値

平成17年

目標値

平成23年
指標の考え方 

市民一人あたり

の体育施設利用

回数 

2.4回 2.5回 

健康の維持増進を図るため、市民

の体育施設を利用する回数を増や

します。 

指標名 
現状値

平成17年

目標値

平成23年
指標の考え方 

総合型地域スポ

ーツクラブの 

設立 

－ 設立 

子どもから高齢者まで誰でも気軽

に参加できる身近なスポーツ・レ

クリエーション機会を提供しま

す。 

指標名 
現状値

平成17年

目標値

平成23年
指標の考え方 

文化協会加盟 

団体 
18団体 20団体

文化協会加盟団体を強化すること

により、会員の増加や活動内容の

充実を図ります。 

指標名 
現状値

平成17年

目標値

平成23年
指標の考え方 

生涯学習推進 

大会参加者数 
589名 1,000名

生涯学習活動が活発になることに

より、生涯学習推進大会で発表す

る人の数も増加します。 
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市内の産業の強化促進とともに、新たな産業の誘致や起業家への支援などを 進

め、市内で働く人を増やします。  
 

現現況況とと課課題題   

近年の商業活動を取り巻く環境は、市民の生活行動範囲の拡大や消費者ニーズの多様化、郊外型大型

店舗の立地などにより地域間・商店間の競争が激化しており、本市は地形的な制約から、店舗の拡大や

駐車場の確保などが困難であるため厳しい状況にあります。 

今後は、個店はもとより商店街や地域の競争力を高めるため、商工会などの支援団体の活動を強化し、

経営者への支援や意識の高揚を図るとともに、共同店舗や共同駐車場などの一体的整備を進め、アクセ

スしやすく心が通った魅力ある商業空間を形成する必要があります。 

一方で、市の代表的な地場産業である繊維産業は徐々に衰退し、その後、交通条件の向上により集積

が進んだ電気機械や一般機械の製造業などについても、近年の景気停滞により一部の誘致企業に撤退が

見られます。このように、雇用の場が減少している上、若者はもとより職を求める中高年齢者も増加し

ているため、就労を取り巻く環境はますます厳しいものとなっています。 

このため、今後は、撤退・廃業により遊休化している工場用地等の確保や、それらを利活用した新た

な企業の誘致などが重要な課題となっています。 

また、既存産業の振興のみならず、異業種間交流を促進することで、新規起業家の支援や新たな産業

の育成により、地域の持続的な発展を促していくことも必要です。 

さらには、本市の地域資源である自然環境を活用し、余暇活動を通じた都市・農山村間交流の拡大の

ための新たな産業の育成も重要な課題となっています。 

 

 

 

  ◆就業率・完全失業率の推移                    （単位：％） 

   昭和 60年 平成 2年 平成7年 平成12年 平成17年 

男 75.4 73.7 74.4 68.2 63.9 

女 39.0 41.2 41.6 40.4 40.3 就 業 率 

総数 56.3 56.8 57.8 53.9 51.6 

男 3.1 3.3 4.1 4.7 6.5 

女 2.1 2.1 2.7 3.4 4.3 完全失業率 

総数 2.8 2.9 3.6 4.0 5.6 

                                （資料：国勢調査） 
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個個別別目目標標達達成成ののたためめのの施施策策   

 

◆目目指指すす姿姿◆ ◆実実現現にに向向けけてて〔〔施施策策〕〕◆ 

起業したい人が増えている  ・起業家への支援 

   

新しい試みにチャレンジする経営者

が増えている 

 ・市の資源を生かした産業の育成 

・新製品の開発および販路拡張への助成

   

市内で働く人が増えている 

 ・工業適地の確保 

・企業誘致の推進および誘致企業への

支援 

・若者の就職支援 

・高齢者いきがい産業の育成 

   

市内の企業活動が活発になっている 
 ・郡内地域地場産業センター等の活用

・各支援団体の育成・強化 

 

 

施施策策のの方方向向   

起業したい人が増えている  

●起業家への支援  
・融資環境の整備充実を図り、新規事業展開の支援

を行います。 

・農林業、商工業、観光産業等の連携を強化し、起

業環境の整備を促進します。 

 

 

新しい試みにチャレンジする経営者が増えている  

●市の資源を生かした産業の育成  
・他産業と連携した農林業の展開や新たな産業の育成に努めます。 

・新たな森林空間活用機会の創出に努めます。 

・自然を生かした交流観光拠点を整備し、野外活動型レクリエーション産業など、地域資源を活用した交流産業の育成

を促進します。 

 

●新製品の開発および販路拡張への助成  
・地場産業、関連団体等の連携強化による新技術の

導入や、新製品の開発のための支援を行います。 

・新製品の生産販売体制の確立や販路拡張のための

支援を行います。 

 

 

指標名 
現状値

平成17年

目標値

平成23年
指標の考え方 

起業家塾の開催

回数 
－ 12回 

地域で新しく起業しようとする人

を育成し、地域の活性化につなげ

ます。 

指標名 
現状値

平成17年

目標値

平成23年
指標の考え方 

新技術開発への

助成件数 
－ 5件 

新しい技術開発により、地域産業

の活性化につなげます。 
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市内で働く人が増えている  

●工業適地の確保  
・廃業・撤退により遊休化した工場用地の有効活用

を促進します。 

・地形的特性を考慮した新規工場の計画的な配置を

検討します。 

・企業間の連携による地場産業の振興を図ります。 

●企業誘致の推進および誘致企業への支援  
・異業種間産業の連携などにより企業立地・誘致に

努めます。 

・情報ネットワークの整備により、新たな企業立地

を支援します。 

 

 

 

●若者の就職支援  
・山梨県と連携し、若者の就職活動を支援します。 

 

 

 

 

 

●高齢者いきがい産業の育成  
・高齢者の就業機会の拡大を図ります。 

・団塊の世代受け入れのための就業機会の拡大を図

ります。 

 

 

市内の企業活動が活発になっている  

●郡内地域地場産業センター等の活用  
・地場産業センター等の活用の拡大を図ります。 

・地場産品の市域外へのＰＲ機会の拡大を図ります。 

 

 

●各支援団体の育成・強化  
・商工会等支援団体の活動を強化するとともに、経営者意識の高揚や経営相談の充実、研修機会の拡充などを図ります。 

・地場産業、各組合、商工会および大月短期大学等の連携強化に努めます。 

指標名 
現状値

平成17年

目標値

平成23年
指標の考え方 

工場設置奨励 

制度の活用数 
－ 5件 

産業の振興を図るための制度であ

り、工場等の新設・増設に伴う雇

用の場を確保します。 

指標名 
現状値

平成17年

目標値

平成23年
指標の考え方 

企業誘致件数 17件 20件 

工場適地等への工場等誘致を推進

し、雇用機会の拡大を促進しま

す。 

誘致企業への 

支援件数 
－ 3件 

誘致企業等への支援を行い、立地

環境を整えます。 

指標名 
現状値

平成17年

目標値

平成23年
指標の考え方 

ジョブカフェや

まなし＊の開催

回数 

－ 2回 若者の就職活動を支援します。 

指標名 
現状値

平成17年

目標値

平成23年
指標の考え方 

大月市内で働き

たい人の割合

（60歳代） 

44.1% 66.6%
市内に高齢者が生きがいをもって

働ける場を増やします。 

指標名 
現状値

平成17年

目標値

平成23年
指標の考え方 

出展数 2社 5社 
市内産品の展示の増加等を図りま

す。 

＊ジョブカフェやまなし 若者の就職活動を支援するため、山梨県が設置した施設。専門のカウンセラーによる就職に関するカウンセ

リングを中心に、職業適性診断や就職に関する情報提供のほか、就職セミナーや職業紹介など、若者の就職を総合的に支援する。イ

ンターネットでの相談も可能。 
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地産地消やふれあい農園など、本市の豊かな自然を生かした農林業の展開を図ります。 
 

現現況況とと課課題題   

若者の農業離れによる農業就業者の高齢化や農産物の輸入自由化など、農業を取り巻く環境は非常に

厳しい状況にあります。特に本市の農業は典型的な山間地農業であり、生産性の低い傾斜農地や小規模

農地が多いため、効率的な農業経営を営むことが困難な状況です。今後、農業の持続的な発展を図って

いくためには、多様な農業の担い手を確保・育成し、農業の協業化を促進するなど体制を整備するとと

もに、農業基盤整備の推進を図り、効率的な農業生産活動ができる生産性の高い優良な農地の確保・保

全を促進する必要があります。 

また農産物においても、ブランド化や特産品開発への取り組みを強化するとともに、生産・加工・流

通が一体的に行えるシステムの整備・強化や、情報通信網を活用した多様な農業情報の受発信を展開す

る必要があります。 

さらに、首都圏に隣接している地域特性を生かし、農作業体験等を通じた地域間交流の促進や観光産

業との連携強化が必要となっています。 

林業においても、本市の森林面積は市域の約 9 割を占めていますが、小規模な林家が多く、保有す

る森林面積が 5ha 未満の林家が約 9 割を占めています。近年は、木材価格の低迷や後継者不足等の影

響により林業生産活動は停滞しており、保育や間伐等の適正管理が行われていないため、里山林＊の荒

廃が進行しています。 

こうした状況を改善し、林業を振興していくためには、森林施行の協業化＊を促進するなどの体制を

確立するとともに、担い手の育成・確保が必要であり、地域林業の中心的な担い手となっている森林組

合等の団体についても、組織の育成強化や活動の充実を図る必要があります。 

また、木材産地のブランド化や間伐材の利活用の推進、特用林産物＊の振興への取り組みを行うとと

もに、市域における林業生産・加工・流通が一体的に行えるシステムの整備・強化や、多角的な経営体

制づくりを促進することが必要です。 

一方で、レクリエーションや健康づくりの場としての森林空間の活用についても関心が寄せられてお

り、森林などの地域資源を活用した長期滞在型の都市・農村間交流など地域活性化が課題となっています。 

 

 

  ◆ふれあい農園申し込み・利用状況（平成19年２月１日現在） 

                              （単位：区画） 

申し込み状況 

 
区 画 数 

市内 市外 計 

一般 163区画 18 96 114 
梁 川 農 園 

特別    3 区画 1 1 2 

猿 橋 農 園 一般  21区画 17 0 17 

                        （資料：産業観光課） 
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個個別別目目標標達達成成ののたためめのの施施策策   

 

◆目目指指すす姿姿◆ ◆実実現現にに向向けけてて〔〔施施策策〕〕◆ 

多くの人が土に親しむ機会が増えて

いる 

 ・農業基盤の整備・保全 

・農業協業化の促進 

・有害鳥獣対策の推進 

・中山間農地＊対策の推進 

・遊休農地対策の推進 

・農業・林業・観光との連携 

・農林地を活用した交流の推進 

・情報通信網を活用した農業の推進 

   

豊かな恵みを生み出す林地がある 

 ・林道および作業道の整備 

・林業協業化の促進 

・林業の集荷・加工・販売施設整備の

助成 

・里山林の整備 

   

農林業後継者がいる 

 ・農林業従事者および支援者の育成・

確保 

・農業生産組合の育成・組織化 

・林業団体の育成・組織強化 

   

地産地消が進んでいる 

 ・地産地消の推進 

・風土を生かした特産品・土産品の開

発促進（1-2-4 再掲） 

・農業の集荷・加工・販売施設整備の

助成 

 

＊里山林 人里近くにあり、稲作農業に必要な肥料や木材、薪炭をとるための農用林のこと。 

＊協業化 協同で設備の近代化や経営の合理化、企業規模の適正化を推進していくこと。 

＊特用林産物 山や野原から採れるもののうち、木材を除いたもので、具体的には、きのこ、桐、木炭などをいう。 

＊中山間農地 山間地およびその周辺地域、その他地勢等の地理的条件が悪いため、生産条件が不利な農地のこと。 
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施施策策のの方方向向   

多くの人が土に親しむ機会が増えている  

● 農業基盤の整備・保全  
・農業振興地域整備計画に基づいて農地の適正管理

を推進します。 

・農業の生産性を向上させ、効率的な農業経営を行

うため、農道や農業用排水路などの農業生産基盤

の整備を推進します。 

・農業経営基盤の強化を促進します。 

●農業協業化の促進  
・農業法人組織の育成の強化を図ります。 

・多様な農業の担い手を確保し、育成に努めます。 

 

 

 

 

 

●有害鳥獣対策の推進  
・有害鳥獣による食害防除の強化を促進します。 

・有害鳥獣駆除関係団体との連携や支援を強化します。 

 

 

●中山間農地対策の推進  
・環境と調和のとれた農業生産への取り組みや、定

着に取り組みます。 

・農業の自然循環機能の維持・増進を図ります。 

 

 

●遊休農地対策の推進  
・遊休農地対策等により農地の保全を図ります。 

・遊休農地の活用に取り組む集落および団体等への

助成を行います。 

・観光農園、市民農園等への利用拡大を図ります。 

 

●農業・林業・観光との連携  
・ふれあい農園等の地域資源の活用や、ＮＰＯ法人

エコビレッジとの協働による体験型農林業を促進

します。 

・農業体験や林業体験を通じた観光施策の促進を図

ります。 

・多様な産業と連携した森林の多目的利用を促進します。 

・ウエルネスパークやエコの里など、多様な資源間のネットワークを形成します。 

 

指標名 
現状値

平成17年

目標値

平成23年
指標の考え方 

農用地面積 510ha 現状維持 農業生産基盤の維持を図ります。

指標名 
現状値

平成17年

目標値

平成23年
指標の考え方 

農家戸数 1,069戸 現状維持
新たな農業の担い手の確保に努め

ます。 

集落協定件数 5集落 10集落
市と集落間の協定により、農地・

農業用施設の保全を図ります。 

指標名 
現状値

平成17年

目標値

平成23年
指標の考え方 

農作物保護支援

件数 
27件 50件 

有害鳥獣防除対策支援を行い、農

作物を鳥獣害から守ります。 

指標名 
現状値

平成17年

目標値

平成23年
指標の考え方 

地区別振興計画

の策定 
1件 2件 

市内を地区別に分け、地区の特性

にあった振興策を進めます。 

指標名 
現状値

平成17年

目標値

平成23年
指標の考え方 

遊休農地の 

利活用件数 
2件 3件 

遊休農地の利活用により、農地の

回復を進めます。 

指標名 
現状値

平成17年

目標値

平成23年
指標の考え方 

大月市内で自然

に触れている 

市民の割合 

41.0% 50.0%

農業・林業・観光の連携により、

地域資源である自然に触れる機会

を増やします。 
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１－３ 豊かさを実感できるまち 

 73

基
本
計
画 

豊
か
さ
を 

実
感
で
き
る
ま
ち 

1 -３

●農林地を活用した交流の推進  
・ふれあい農園等地域資源を活用した都市住民との交流に努めます。 

・ＮＰＯ法人エコビレッジとの協働により、植樹会等、都市住民との交流を促進します。 

・農村生活文化体験（グリーンツーリズム）を通じて、市域内交流や都市住民との交流に取り組みます。 

●情報通信網を活用した農業の推進  
・インターネットを活用し、全国の消費者と直結し

た農産物の販売を促進します。 

・インターネットを活用し、効果的、効率的で、タ

イムリーな農業情報の受発信を促進します。 

 

 

豊かな恵みを生み出す林地がある  

●林道および作業道の整備  
・林業経営の重要な基盤となる作業道や林道など林業生産基盤の整備を推進します。 

 

●林業協業化の促進  
・森林施業の協業化による効率的な施業体制の確立

や、担い手の育成・確保に努めます。 

 

 

 

●林業の集荷・加工・販売施設整備の助成  
・大月市森林組合の組織強化を促進します。 

・甲斐東部材産地形成事業協同組合の組織強化を促進します。 

 

 

●里山林の整備  
・相模川上下流域間の交流など森林整備へのボラン

ティア活動を支援し、里山林の保全・整備を促進

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標名 
現状値

平成17年

目標値

平成23年
指標の考え方 

全国の消費者と

直結した農産物

の販売件数 

－ 1件 

インターネットの活用により農産

物情報を提供し、販売促進を図り

ます。 

指標名 
現状値

平成12年

目標値

平成23年
指標の考え方 

林家戸数 745戸 745戸
施業の協業化を進め、新たな担い

手の確保に努めます。 

指標名 
現状値

平成17年

目標値

平成23年
指標の考え方 

ボランティア 

活動件数 
1件 2件 

民間参加による里山の整備を通

じ、地域間交流を推進します。 
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農林業後継者がいる  

●農林業従事者および支援者の育成・確保  
・農林業を担う人材の確保・育成に努めます。 

・退職帰農者等の受入施策を推進します。 

・ＮＰＯをはじめとした多様な農林業の担い手の育

成・確保を推進します。 

 

 

●農業生産組合の育成・組織化  
・農業協同組合をはじめ農業関係団体との連携を強

化し、生産から販売までの体制の整備を促進します。 

・青空市場運営協議会の組織強化を図ります。 

・農産物直売所、販売体制の整備を図ります。 

 

●林業団体の育成・組織強化  
・造林・下刈・間伐等林業生産組合の育成・強化を促進します。 

・林業事業体や諸団体の活動体制の整備、育成、強化を促進します。 

 

 

地産地消が進んでいる  

●地産地消の推進  
・観光と連携し、レストラン等での地域食材の利用

促進を図ります。 

・学校給食での地域食材の利用促進を図ります。 

 

 

●風土を生かした特産品・土産品の開発促進（1-2-4再掲）  
・さまざまな産業の連携による特産品の開発を進めます。 

・伝統的な食・生活文化等に根ざした既存資源の活用による特産品や土産品の開発促進を図ります。 

・販売体制の確立や販路拡大のための助成を行います。 

・お茶やウコン、ヤーコンなどの特産品化へ向けて栽培農家への支援を行います。 

・大月産味噌や白うりの粕漬けなどの加工食品の特産品化への支援を行います。 

 

●農業の集荷・加工・販売施設整備の助成 
・農産物加工場の整備・充実を促進します。 

・農産物直売所等アンテナショップ＊建設への助成を行います。 

 

 

指標名 
現状値

平成17年

目標値

平成23年
指標の考え方 

認定農業者＊数 2名 5名 
認定農業者を確保し、農業従事者

の増加を図ります。 

指標名 
現状値

平成17年

目標値

平成23年
指標の考え方 

生産組合数 2組合 

販売組合数 1組合 

1組合 

製茶・味噌加工・白瓜加工・朝市

等の組織を統合し、組織の強化を

図ります。 

指標名 
現状値

平成17年

目標値

平成23年
指標の考え方 

朝市並びに直売

所の開設回数 
104回 150回

朝市・農産物直売所の開設回数の

増加により、地元農産物の消費拡

大を促進します。 

＊認定農業者 意欲ある農業者が、自らの経営を計画的に改善するために作成した「農業経営改善計画申請書」を市町村に申請し、市町村

が基本構想に照らしそれを認めた場合に、農業経営改善計画を認定された農業者となる。このような農業者のこと。 

＊アンテナショップ 都市部などに設置し地域情報の発信基地として、名産品の販売や観光情報の提供などを行っている店舗のこと。


